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反応態度を示す可能性が考えられる。 乙とに Arthus 型反応の存在については，なお，否定あるい
は肯定の報告がみられる。その問題点は角膜における抗原抗体反応に際し角膜組織がどのような変化




延型反応の混在の可能性が避けられない。そこで私は， 1) これらの因子を除くため 1 極の逆被動感





抗原:うし rfrllt.!''7 )レブミン (B S A) に Fluorescein isothiocyanate (FITC) および R B-200 
を標識したもの。
抗体:抗 BSA 家兎血清およびこれに FITC を椋識したもの。抗休蛋白量は 4.9mgjml。
皮膚反応惹起法:家兎側背部に抗I血清 O.1 --0. 2 ml 皮内注射し， 30分後に同一個所に 196 B SA 
溶液0.1 ml を注射した。
白血球減少法: N. N' . N" -Triethy lene Tri phosphoramide (Thio-TEP A) 2. 5mgjkg を 4--7 日
-281 ー
問静注し，白血球数1， 000前後，多形核球 0%近くに落した。
観察方法: a) 皮膚反応は24， 48時間後の局所の浮腫，硬結，発赤以上の変化をもって陽性とした。
b) 角膜は継時的に肉眼および細隙灯顕微鏡にて生体について観察し， 24, 48時間後に眼球を摘出，
凍結切片を作成し 1 部は蛍光顕微鏡にて観察， 1 部はへマトキシリン・エオヂン染色を施した。
結果として， 1) 正常家兎における変化:皮膚反応は全例陽性であった。角肢は細隙灯顕微鏡的に









1 )家兎角)j児実質内に抗 BSA 家兎Jírl行iJを注入し，抗原を粘膜下に注入することにより被動的に










1ml(nrf組織である fTJ 肢における Arthus 反応の存在についてなお相反する報告がみられる。その
問題点は抗原抗体反応に際し角膜組織がどのような変化を示し，同時にその変化が一般の Arthus 反
応と同じ Level のものかどうかの 2 点につきるといえる。そこで本研究は 1 )被動感作を用いて
灼限反応を起し 2) 角限反応と皮膚反応を比較する乙とにより角肢の Arthus 反応について検討し
ようとしたものである。
〔方法〕




Fluorescein 標識牛血清アノレブミン溶液を注入して惹起した口 24， 48時間後に眼球を摘出し，凍結切
片により組織標本を作成した。皮膚反応は Local passive Arthus reaction を用いた。
〔結果〕
1 )白 [(11球減少支見:皮膚反応はほぼ完全に抑制された口角肢では約 6 時間後から肉眼的に白色孤
状混濁が輪部 lこ近く認められた。これは位光顕微鏡的には緑色笹光を示し， HE 染色県本ではエオジ
ン好染性を示す角膜実質全層を横切った抗原抗体沈降線で，乙の部の lamel1ae !とは i怪い告しれを認め
た。角膜中央部は浮腫状であったD 実質納胞にはほとんど変化を認めなかった。細胞浸潤はまったく







3) 白血球減少法により皮膚 Arthus 反応そ抑制した宗兎角肢の変化は細胞?そ潤の消失以外ほと
んど無処置家児の場合とはなかった口
したがって本研究ば， すくなくとも被動感作によっては角肢に Arthus 型反応が起乙らないこと
を確認した点を合めて，アレノレギー反応の場としての角肢の性質を明らかにする上に寄与するものと
考えられる。
-283-
